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CA Technologies 製品リファレンス 

このドキュメントでは、CA Performance Management の一部を成す、また

はこれとの統合を実現する以下の CA Technologies 製品およびコンポーネ

ントを参照します。 

■ CA Performance Management Data Aggregator 

■ CA Performance Center 

■ CA Mediation Manager 
 

CAへの連絡先 

テクニカル サポートの詳細については、弊社テクニカル サポートの Web 

サイト（http://www.ca.com/jp/support/）をご覧ください。 

 
 

http://www.ca.com/jp/support/
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第 1 章： はじめに 
 

CA Performance Management Data Aggregator をご利用いただき、誠にあり

がとうございます。 Data Aggregator ソフトウェアをインストールする前に、

「リリース ノート」を確認してください。  

このドキュメントには、以下をはじめとする、重要な情報およびインス

トールに関する注意事項が含まれています。  

■ 利用可能な製品マニュアル 

■ サポートされている展開オプション 
 

■ システム要件 

■ アップグレードに関する考慮事項 

■ 前のリリースからの既知の制限および既知の問題 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

新機能と拡張機能 (P. 8) 

製品ドキュメント (P. 12) 

技術認定ポータル (P. 13) 

サードパーティ ソフトウェアに関する通知 (P. 13) 
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新機能と拡張機能 

CA Performance Center 2.4 および Data Aggregator 2.4 に以下の機能が追加

されました。 

注： 新機能および拡張機能の完全なリストについては、「GA Release 

Letter」を参照してください。 最新の変更については、製品の Readme ファ

イルを参照してください。 

操作性の向上 

ナビゲーションの強化 

パンくずリストの機能拡張により、グループおよびサイトへのア

クセス時間が短縮され、それによりナビゲーションが簡略化され

ます。 現在選択されているグループへのフル パスが表示されるよ

うになりました。 ユーザは、サイトまたはグループをクリックす

ることで、ダッシュボードのコンテキストを変更できます。 

サイト リスト ビューの機能拡張 

サイト リストのビュー設定を編集する機能が使用できるようにな

りました。 次の 4 つの選択肢が用意されています。 

■ すべてのサイト： 選択したグループ下のサイトをすべて表示し

ます。 

■ 親サイト： 親レベルのすべてのサイトを表示します。 

■ ピア サイト： 選択されたサイトと同じレベルのすべてのサイ

トを表示します。 

■ 子サイト： 選択されたサイトの直接の子を表示します。 

RAW 形式での CSV へのエクスポート 

単位のない RAW 形式で CSV ファイルにエクスポートします。 CSV 

ファイル内の列ヘッダに単位がリスト表示されるようになりまし

た。 

非整数のスコアカードしきい値 

スコアカードは、メトリック値を表示するときに、小数点以下を

サポートするようになりました。 ユーザはまた、スコアカードの

ビュー設定に 10 進数値を入力できます。 

ビューから DA 管理ページへのドリル イン 
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DA に関連付けられたページから DA 管理者ページに直接アクセス

します。 この目的で、新しい役割権限「ビューから DA 管理ページ

へのドリル イン」が作成されています。 

すべてのビューを残したままダッシュボード レイアウトの変更が可能 

ユーザがダッシュボードのレイアウトを変更した場合、ビューは

削除されませんが、その代わり、新しいレイアウトの最初のペイ

ンに移動されます。 ビューが新しいレイアウトに移動されるとき、

ビューの編集内容はすべて保持されます。 

コンポーネント レベルでのポーリング コントロールの強化 

ポーリング フィルタ機能がすべてのメトリック ファミリに適用

されるようになりました。 さらに、フィルタ式の作成をサポート

するために、新しい UI が作成されました。 入れ子の AND/OR/NOT 

式など、論理を意味する式がサポートされています。  
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ユーザ インターフェースの機能拡張 

コンテキスト ビューの固定 

新しい［コンテキスト］ドロップダウンを使用して、ダッシュボー

ド設定ダイアログ ボックスから特定のグループにダッシュボード

を固定することができます。 ビューが選択されたコンテキストに

固定されているかどうか、またはビューがページ レベルのコンテ

キストに固定されているかどうかが、ロック アイコンによって示

されるようになりました。 

ブラウザ ビューの URL パラメータの設定 

ブラウザ ビューを設定するときに、複数の URL パラメータを使用

できるようになりました。 URL パラメータでは、言語、解像度、

およびその他のプロパティを設定できます。 各 URL パラメータが

意味のあるラベルとして機能するように、識別子を追加すること

もできます。 

グループ ツリーの拡張機能 

ユーザがグループを切り替えると、グループ ツリー内で現在選択

されているグループが強調表示されます。 

より高い解像度でのダッシュボード結果の表示 

新しい役割権限である「より高い解像度でのダッシュボードの実

行」により、ユーザはダッシュボードを表示する場合に、よりき

め細かに時間範囲を選択できます。 この役割権限を持たないユー

ザは引き続き、CA Performance Center によって設定されたデフォル

トの時間範囲に限定されます。 
 

レポート 

オン デマンド レポートへのアクセスのカスタマイズ 

オン デマンド レポートの表示機能および管理機能へのアクセス

を制限するために、次の 2 つの新しい役割権限を割り当てること

ができます。 

オンデマンド レポート テンプレートの作成  

ユーザがオン デマンドのレポート テンプレートを作成、編集、削

除できます。 また、この役割権限によって、オン デマンド レポー

ト テンプレートを表示できる人が特定されます。 

オンデマンド レポート テンプレートの実行 

ユーザがオン デマンドのレポート テンプレートを実行できます。  
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API 

Open API 

設定情報およびメトリック データにアクセスするクエリを構築す

るための新しいパブリック API です。 OpenAPI クエリ ビルダは 

OData 2.0 標準を使用して URL を生成します。これにより、指定し

た形式でカスタム メトリック データを表示できます。 
 

ベンダー認定 

新しい XML 属性 

2 つの新しい一般的な XML 属性がベンダー認定およびメトリック 

ファミリに対して作成されました。  

■ Version 

■ Author 

認定移行ツール 

Data Aggregator の新バージョンへのアップグレードにおいて、ユー

ザーは認定移行ツールを実行することが必要になりました。この

ツールはインストーラ パッケージに含まれています。 認定移行

ツールは、ベンダーおよび CAMM の認定とメトリック ファミリを

適切なディレクトリに移動します。 

認定インストーラ 

ユーザは、REST クライアントを使用して認定をインポートするこ

とに加えて、新しい認定インストーラを使用できるようになりま

した。 インストーラでは、単一の認定または複数の認定のインス

トールと、特定のディレクトリに置かれた認定のインストールを

行うことができます。 Data Aggregator マシン上で認定インストー

ラを実行する必要はありません。 このインストーラには Windows 

版と Linux 版があります。両方で UI がサポートされています。コマ

ンドラインは Linux 版で利用できます。 
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製品ドキュメント 

CA は、すべての製品について技術マニュアル一式を提供します。 CA 

Performance Management Data Aggregator で利用可能なガイドは、以下のと

おりです。 

■ 概要ガイド 

■ 管理者ガイド 
 

■ インストール ガイド 

■ アップグレード ガイド 

■ アンインストール ガイド 

■ リリース ノート 

■ 基本的な自己認定ガイド 

■ パワー ユーザ認定ガイド 
 

■ REST Web サービス API ガイド 

■ レポート情報ベース（RIB） API ガイド 

■ シナリオ（ユース ケース） 
 

Readme ファイルには、既知の問題と回避策の最新のリストが含まれてい

ます。 CA サポート オンラインから最新バージョンの Readme ファイルお

よびリリース ノートをダウンロードすることをお勧めします。 

これらのガイドは、ドキュメント マニュアル選択メニューから PDF およ

び HTML 形式で開くことができます。 CA Performance Center ユーザ イン

ターフェースの［ヘルプ］メニューから、マニュアル選択メニューにアク

セスしてください。  
 

［ヘルプ (?)］ボタンをクリックするか、または［ヘルプ］メニューから

［このページのヘルプ］を選択すると、ページおよびビューに対応する状

況依存のオンライン ヘルプを利用できます。  

オンライン ヘルプ システムは、設定タスク、ユーザ インターフェースの

移動、およびパフォーマンス データに関する詳細情報が必要な場合に使

用します。 
 

http://www.ca.com/jp/support/
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技術認定ポータル 

技術認定ポータルには、Data Aggregator バージョン、ベンダー認定、メト

リック ファミリ別にすぐに使用できる認定が一覧表示されています。 

http://serviceassurance.ca.com/im/ http://serviceassurance.ca.com/im/ 
 

サードパーティ ソフトウェアに関する通知 

Data Aggregator の作成には、サードパーティ ソフトウェアが使用されてい

ます。 すべてのサードパーティ ソフトウェアは、該当の使用許諾契約に

規定されているとおりに、使用、複製、および配布に関する条件に従って

使用されています。 
 

サードパーティ使用許諾契約は、テキスト ドキュメント

（caim_thirdpartycontent.txt）と PDF で用意されています。これらは、Data 

Aggregator ソフトウェアとともにインストール ディレクトリに自動的に

インストールされます。 
 

http://serviceassurance.ca.com/im/
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第 2 章： 展開要件およびシステム要件 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Data Aggregator 展開オプション (P. 15) 

サポートされているブラウザおよび最適化 (P. 16) 

仮想環境要件と SAN 環境要件 (P. 17) 

毎秒 15,000 メトリックまでの小規模展開 (P. 17) 

毎秒 75,000 メトリックまでの中規模展開 (P. 20) 

毎秒 150,000 メトリックまでの大規模展開 (P. 24) 

Java ランタイム サポート (P. 27) 
 

Data Aggregator 展開オプション 

必要とする監視の程度に応じて、Data Aggregator の展開には 3 つのオプ

ションがあります: 

■ 小規模展開では、最大 100,000 のデバイスおよびコンポーネントの監

視に対して、毎秒 15,000 のメトリックを処理できます。 

■ 中規模展開では、最大 500,000 のデバイスおよびコンポーネントの監

視に対して、毎秒 75,000 のメトリックを処理できます。 

■ 大規模展開では、最大 1,000,000 のデバイスおよびコンポーネントの監

視に対して、毎秒 150,000 のメトリックを処理できます。 

注： 中規模および大規模の展開に対しては、クラスタ化された Data 

Repository 展開（3 つのノードに基づいた）をお勧めします。 
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以下の図に、各コンポーネントがどのように協調動作するかを示します。 

 
 

サポートされているブラウザおよび最適化 

以下のブラウザがサポートされています。 

■ Microsoft Internet Explorer バージョン 8（互換モードがオフの状態） 

■ Google Chrome（最新バージョン） 

■ Mozilla Firefox（最新バージョン） 
 



仮想環境要件と SAN 環境要件 
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ユーザの操作性を最適にするために、Internet Explorer 8 を互換表示モード

で実行しているときは CA Performance Center のページを表示しないでく

ださい。 Internet Explorer 8 Developer Tools がインストールされている場合

は、キーボードで F12 キーを押して互換モードをチェックします。 メイン 

メニューに［ブラウザ モード: IE 8 互換表示］と表示される場合は、この

メニュー アイテムをクリックして、［Internet Explorer 8］を選択します。 

この変更は、現在のブラウザ セッションのみに影響します。 グループ ポ

リシーによって、内部 Web サイトの場合は Internet Explorer 8 ブラウザが

互換モードで動作するように強制されることがあります。 これらの場合、

Google Chrome または Mozilla Firefox の使用をお勧めします。 
 

仮想環境要件と SAN 環境要件 

CA サポート オンラインにあるドキュメント「CA Support Statement for 
Running CA Infrastructure Management Products in Virtualization and SAN 

Environments」を参照してください。 

https://support.ca.com/phpdocs/7/5637/CA_Support_Statement_for_Running_CA_NVM

_Products_in_Virtualization_Environments.pdf  

このドキュメントでは、仮想サーバまたは Storage Array Networks（SAN）

への Infrastructure Management 製品のインストールおよび操作に関する 

CA ポリシーを説明しています。 CA サポート オンラインでドキュメントを

表示するには、登録ユーザとしてログインする必要があります。 
 

毎秒 15,000 メトリックまでの小規模展開 

以下の情報は、100,000 までの監視対象デバイスおよびコンポーネントに

対して、毎秒 15,000 のメトリックをサポートする小規模展開の要件を説

明しています。 この展開は、以下の 4 つのホストの仮想マシン環境で設定

できます。 

■ 1 つの CA Performance Center ホスト 

■ 1 つの Data Repository ホスト 

■ 1 つの Data Aggregator ホスト 

■ 1 つの Data Collector ホスト 

注： CA Performance Center のシステム要件の詳細については、「CA 

Performance Center リリース ノート」を参照してください。 
 

https://support.ca.com/phpdocs/7/5637/CA_Support_Statement_for_Running_CA_NVM_Products_in_Virtualization_Environments.pdf
https://support.ca.com/phpdocs/7/5637/CA_Support_Statement_for_Running_CA_NVM_Products_in_Virtualization_Environments.pdf


毎秒 15,000 メトリックまでの小規模展開 
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Data Repository の要件 

以下の表は、Data Repository ホストをインストールするための最小システ

ム要件を示しています。 

 

コンポーネント 要件 

オペレーティング システム Red Hat Enterprise Linux 5.x for x64 

Red Hat Enterprise Linux 6.x for x64 

注： 既存の RH5 Vertica インストールから RH6 

インストールへのアップグレードはサポート

されていません。 

プロセッサ 専用の仮想 CPU 2 つ 

プロセッサの速度 2.0 GHz 

メモリ（RAM） 16 GB 

ディスク領域 以下のディレクトリ用に 3 つのパーティショ

ンが必要です。 

■ カタログ ディレクトリ 

■ データ ディレクトリ 

■ バックアップ データ ディレクトリ 

注： ディスク容量の詳細については、システム 

サイジング ツール（support.ca.com の

「Recommended Reading」セクションで利用可

能）を参照してください。 

ディスク入出力 200 メガバイト/秒 



毎秒 15,000 メトリックまでの小規模展開 
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Data Aggregator 要件 

以下の表は、Data Aggregator ホストをインストールするための最小システ

ム要件を示しています。 

 

コンポーネント 要件 

オペレーティング システム Red Hat Enterprise Linux 5.x for x64 

Red Hat Enterprise Linux 6.x for x64 

注： 既存の RH5 Vertica インストールから RH6 

インストールへのアップグレードはサポート

されていません。 

プロセッサ 専用の仮想 CPU 2 つ 

プロセッサの速度 2.0 GHz 

メモリ（RAM） 16 GB 

ディスク領域 50 GB 

注： データ エクスポートを 1 時間使用する場

合は、別途 5 GB のパーティションが必要にな

ります。 

ディスク入力/出力 100 メガ バイト/秒 

注： データのロード プロセスは、ポーリングされたデータを Data 

Repository にロードする前に、すべてを Data Aggregator 上のファイルに保

存するように再設計されました。 ポーリングされたデータのファイルは、

Data Repository にロードされた後に削除されます。 このため、Data 

Aggregator 上の使用可能なディスク容量は時間とともに変動します。 
 



毎秒 75,000 メトリックまでの中規模展開 
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Data Collector 要件 

以下の表は、Data Collector ホストをインストールするための最小システム

要件を示しています。 

 

コンポーネント 要件 

オペレーティング システム Red Hat Enterprise Linux 5.x for x64 

Red Hat Enterprise Linux 6.x for x64 

注： 既存の RH5 Vertica インストールから RH6 

インストールへのアップグレードはサポート

されていません。 

プロセッサ 専用の仮想 CPU 2 つ 

プロセッサの速度 2.0 GHz 

メモリ（RAM） 12 GB 

ディスク領域 50 GB  

ディスク入出力 100 メガ バイト/秒 

注： 前提条件の手順およびインストールの詳細については、「Data 

Aggregator インストール ガイド」を参照してください。 
 

毎秒 75,000 メトリックまでの中規模展開 

以下の情報は、500,000 までの監視対象デバイスおよびコンポーネントに

対して、毎秒 75,000 のメトリックをサポートする中規模展開の要件を説

明しています。 この展開は、以下の 6 つのホストの物理マシン環境で設定

できます。 

■ 1 つの CA Performance Center ホスト 

■ クラスタ内の 3 つの Data Repository ホスト 

■ 1 つの Data Aggregator ホスト 

■ 1 つの Data Collector ホスト 

注： CA Performance Center のシステム要件の詳細については、「CA 

Performance Center リリース ノート」を参照してください。 
 



毎秒 75,000 メトリックまでの中規模展開 
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Data Repository の要件 

以下の表は、各 Data Repository ホストをインストールするための最小シス

テム要件を示しています。 

重要：  この展開は単一のノード Data Repository 環境で機能しますが、3 つ

のノード クラスタ環境の使用を強くお勧めします。 

 

コンポーネント 要件 

オペレーティング システム Red Hat Enterprise Linux 5.x for x64 

Red Hat Enterprise Linux 6.x for x64 

注： 既存の RH5 Vertica インストールから RH6 

インストールへのアップグレードはサポート

されていません。 

プロセッサ 8 コア 

プロセッサの速度 2.0 GHz 

メモリ（RAM） 64 GB 

ディスク領域 以下のディレクトリ用に 3 つのパーティショ

ンが必要です。 

■ カタログ ディレクトリ 

■ データ ディレクトリ 

■ バックアップ データ ディレクトリ 

注： ディスク容量の詳細については、システム 

サイジング ツール（support.ca.com の

「Recommended Reading」セクションで利用可

能）を参照してください。 

ディスク入出力 200 メガバイト/秒 



毎秒 75,000 メトリックまでの中規模展開 
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Data Aggregator 要件 

以下の表は、Data Aggregator ホストをインストールするための最小システ

ム要件を示しています。 

 

コンポーネント 要件 

オペレーティング システム Red Hat Enterprise Linux 5.x for x64 

Red Hat Enterprise Linux 6.x for x64 

注： 既存の RH5 Vertica インストールから RH6 

インストールへのアップグレードはサポート

されていません。 

プロセッサ 8 コア 

プロセッサの速度 2.0 GHz 

メモリ（RAM） 32 GB 

ディスク領域 50 GB 

注： データ エクスポートを 1 時間使用する場

合は、別途 25 GB のパーティションが必要にな

ります。 

ディスク入出力 100 メガ バイト/秒 

注： データのロード プロセスは、ポーリングされたデータを Data 

Repository にロードする前に、すべてを Data Aggregator 上のファイルに保

存するように再設計されました。 ポーリングされたデータのファイルは、

Data Repository にロードされた後に削除されます。 このため、Data 

Aggregator 上の使用可能なディスク容量は時間とともに変動します。 
 



毎秒 75,000 メトリックまでの中規模展開 
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Data Collector 要件 

以下の表は、Data Collector ホストをインストールするための最小システム

要件を示しています。 

注： これらの要件は、Data Collector インスタンスで 500,000 までのデバイ

スおよびコンポーネントを監視するためのものです。 実際には、監視対

象デバイスおよびコンポーネントの合計容量が 500,000 を超えない限り、

複数のより小規模な Data Collector インスタンスで代用できます。 たとえ

ば、1 つの大規模なインスタンスに相当する、5 つの仮想 Data Collector イ

ンスタンスを使用できます。 Data Collector が監視しているデバイスおよ

びコンポーネントの数は、Data Collector リスト ビューで確認できます。 

Data Collector リスト ビューの詳細については、「Data Aggregator 管理者
ガイド」を参照してください。  

 

コンポーネント 要件 

オペレーティング システム Red Hat Enterprise Linux 5.x for x64 

Red Hat Enterprise Linux 6.x for x64 

注： 既存の RH5 Vertica インストールから RH6 

インストールへのアップグレードはサポート

されていません。 

プロセッサ 4 コア 

プロセッサの速度 2.0 GHz 

メモリ（RAM） 32 GB 

ディスク領域 50 GB 

ディスク入出力 100 メガ バイト/秒 

注： 前提条件の手順およびインストールの詳細については、「Data 

Aggregator インストール ガイド」を参照してください。 
 



毎秒 150,000 メトリックまでの大規模展開 
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毎秒 150,000 メトリックまでの大規模展開 

以下の情報は、100 万までの監視対象デバイスおよびコンポーネントに対

して、毎秒 150,000 のメトリックをサポートする大規模展開の要件を説明

しています。 この展開は、以下の 7 つのホストの物理マシン環境で設定で

きます。 

■ 1 つの CA Performance Center ホスト 

■ クラスタ内の 3 つの Data Repository ホスト 

■ 1 つの Data Aggregator ホスト 

■ 2 つの Data Collector ホスト 

注： CA Performance Center のシステム要件の詳細については、「CA 

Performance Center リリース ノート」を参照してください。 
 

Data Repository の要件 

以下の表は、各 Data Repository ホストをインストールするための最小シス

テム要件を示しています。 

 

コンポーネント 要件 

オペレーティング システム Red Hat Enterprise Linux 5.x for x64 

Red Hat Enterprise Linux 6.x for x64 

注： 既存の RH5 Vertica インストールから RH6 

インストールへのアップグレードはサポート

されていません。 

プロセッサ 12 コア 

プロセッサの速度 2.5 GHz 

メモリ（RAM） 96 GB 



毎秒 150,000 メトリックまでの大規模展開 
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コンポーネント 要件 

ディスク領域 以下のディレクトリ用に 3 つのパーティショ

ンが必要です。 

■ カタログ ディレクトリ 

■ データ ディレクトリ 

■ バックアップ データ ディレクトリ 

注： ディスク容量の詳細については、システム 

サイジング ツール（support.ca.com の

「Recommended Reading」セクションで利用可

能）を参照してください。 

ディスク入出力 200 メガバイト/秒 

Data Aggregator 要件 

以下の表は、Data Aggregator ホストをインストールするための最小システ

ム要件を示しています。 

 

コンポーネント 要件 

オペレーティング システム Red Hat Enterprise Linux 5.x for x64 

Red Hat Enterprise Linux 6.x for x64 

注： 既存の RH5 Vertica インストールから RH6 

インストールへのアップグレードはサポート

されていません。 

プロセッサ 12 コア 

プロセッサの速度 2.5 GHz 

メモリ（RAM） 48 GB 

ディスク領域 100 GB 

注： データ エクスポートを 1 時間使用する場

合は、別途 5 GB のパーティションが必要にな

ります。 

ディスク入出力 100 メガ バイト/秒 



毎秒 150,000 メトリックまでの大規模展開 
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注： データのロード プロセスは、ポーリングされたデータを Data 

Repository にロードする前に、すべてを Data Aggregator 上のファイルに保

存するように再設計されました。 ポーリングされたデータのファイルは、

Data Repository にロードされた後に削除されます。 このため、Data 

Aggregator 上の使用可能なディスク容量は時間とともに変動します。 
 

Data Collector 要件 

以下の表は、各 Data Collector ホストをインストールするための最小シス

テム要件を示しています。 

重要：  この情報は 2 つの Data Collector インスタンスのそれぞれに固有で

す。 実際には、監視対象デバイスおよびコンポーネントの合計容量が 100 

万を超えない限り、複数のより小規模な Data Collector インスタンスで代

用できます。 たとえば、1 つの大規模なインスタンスに相当する、5 つの

仮想 Data Collector インスタンスを使用できます。 Data Collector が監視し

ているデバイスおよびコンポーネントの数は、Data Collector リスト 

ビューで確認できます。 Data Collector リスト ビューの詳細については、

「Data Aggregator 管理者ガイド」を参照してください。 

 

コンポーネント 要件 

オペレーティング システム Red Hat Enterprise Linux 5.x for x64 

Red Hat Enterprise Linux 6.x for x64 

注： 既存の RH5 Vertica インストールから RH6 

インストールへのアップグレードはサポート

されていません。 

プロセッサ 4 コア 

プロセッサの速度 2.5 GHz 

メモリ（RAM） 32 GB 

ディスク領域 50 GB 

ディスク入力/出力 100 メガ バイト/秒 

注： 前提条件の手順およびインストールの詳細については、「Data 

Aggregator インストール ガイド」を参照してください。 
 



Java ランタイム サポート 
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Java ランタイム サポート 

Java 7 ランタイム 64 ビットがサポートされています。 
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第 3 章： アップグレード要件および考慮事

項 
 

Data Aggregator をアップグレードする場合は、以下の情報を確認します。 
 

サポートされているアップグレード パス 

Data Aggregator の以前のリリースからアップグレードする場合は、ご使用

のコンポーネントをアップグレードします。 CA Performance Center、Data 

Aggregator、および Data Collector のコンポーネントは常にアップグレード

する必要があります。 以下の表で識別されたリリースにアップグレード

している場合、Data Repository をアップグレードします。 

重要：  リリース 2.0.00 からリリース 2.3.4 にアップグレードする場合は、

最初に、リリース 2.1.00 に、続けてリリース 2.2.x にアップグレードした

後、リリース 2.3 にアップグレードします。 

以下の表に、サポートされるアップグレード パスと、アップグレードが

必要なコンポーネントを示します。 

  

リリース CA Performance 

Center コンポーネ

ント 

Data Aggregator コ

ンポーネント 

Data Collector コン

ポーネント 

Data Repository コ

ンポーネント 

リリース 2.0.00 

からリリース 
2.1.00 

アップグレードが

必要 

アップグレードが

必要 

アップグレードが

必要 

アップグレードは

不要 

リリース 2.1.00 

からリリース 
2.2.00 

アップグレードが

必要 

アップグレードが

必要 

アップグレードが

必要 

アップグレードが

必要 

リリース 2.2.00 

からリリース 
2.2.1 

アップグレードが

必要 

アップグレードが

必要 

アップグレードが

必要 

アップグレードは

不要 
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リリース CA Performance 

Center コンポーネ

ント 

Data Aggregator コ

ンポーネント 

Data Collector コン

ポーネント 

Data Repository コ

ンポーネント 

リリース 

2.2.00/2.2.1 か

ら 2.2.2 

アップグレードが

必要 

アップグレードが

必要 

アップグレードが

必要 

アップグレードが

必要 

リリース 

2.2.[1、2、3] か

ら 2.3.[0、1、2、
3] 

アップグレードが

必要 

アップグレードが

必要 

アップグレードが

必要 

アップグレードは

不要 

リリース 2.2.x 

から 2.3.4 

アップグレードが

必要 

アップグレードが

必要 

アップグレードが

必要 

アップグレードが

必要 

注： Vertica Release 

7 はリリース 2.3.4 

で導入されていま

す。 

リリース 

2.3.[0、1、2、3] 

から 2.3.4 

アップグレードが

必要 

アップグレードが

必要 

アップグレードが

必要 

アップグレードが

必要 

注： Vertica Release 

7 はリリース 2.3.4 

で導入されていま

す。 

注： Data Aggregator コンポーネントのアップグレードの詳細については、

「Data Aggregator インストール ガイド」を参照してください。 2.3.x より

前のリリース用のアップグレード要件および考慮事項の詳細については、

アップグレードしているリリースの「リリース ノート」または「修正さ

れた問題」ファイルを参照してください。 
 

自動バックアップ用設定ファイルの更新 

Data Repository コンポーネントの自動バックアップをセットアップする

ときには、設定ファイルを作成します。 

注： CA Performance Management 2.3.4 からアップグレードする場合は、設

定ファイルの更新手順を実行する必要はありません。 
 



環境センサに対するアップグレードの影響 - ［温度ステータス］（NormalizedTempSensorInfo）メトリック フ

ァミリおよびデバイス コンポーネント 
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Data Repository コンポーネントのアップグレード後、新しい設定ファイル

を作成することを強くお勧めします。 リリース 2.4 では、Data Repository コ

ンポーネントをアップグレードすると、Vertica 7 にアップグレードされま

す。 Vertica 7 データベースにアップグレードしても、Vertica 6 設定ファイ

ルは機能しますが、Vertica 7 では設定ファイルの形式が変更されています。 

将来的には、Vertica 6 設定ファイル形式が使用できなくなる可能性もあり

ます。 
  

設定ファイルを作成する方法の詳細については、「Data Aggregator インス

トール ガイド」（CLI、ウィザードまたは サイレント）を参照してくださ

い。 
 

環境センサに対するアップグレードの影響 - ［温度ステータス］

（NormalizedTempSensorInfo）メトリック ファミリおよびデバイス 

コンポーネント 

環境センサに基づいて検出された新しいデバイス コンポーネント - ［温度

ステータス］メトリック ファミリには、製品購入時から使用可能な新し

いコンテキスト ページが追加されました。 ただし、環境センサに関連付

けられている既存のデバイス コンポーネントである［温度ステータス］

は、別のコンテキスト ページ上に表示されることがあります。 これは履

歴データを保持できるように設計されています。 新しく検出されたデバ

イス コンポーネントと既存のデバイス コンポーネントを同じコンテキス

ト ページに表示するには、対応するデバイスを削除し、再検出します。 
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第 4 章： 既知の制限 
 

IPv4 と IPv6 の IP アドレス 

デバイスが IPv4 IP アドレスおよび IPv6 IP アドレスの両方をサポートする

場合は、IPv4 IP アドレスでデバイスを検出します。 その後、同じデバイス

の IPv6 アドレスが含まれるディスカバリ プロファイルを作成すると、IPv6 

アドレスで重複したデバイス アイテムが作成される可能性があります。 
 

デバイス コンテキスト ページ上で、サーバに対して［VMware 仮

想マシン］タブが表示されない 

症状： 

Application Delivery Analysis データ ソースがある場合、デバイス コンテキ

スト ページ上で、［VMware 仮想マシン］タブはサーバに対して表示され

ません。 
 

解決方法： 

この既知の問題を回避するには、VMware の概要ページに移動し、目的の

仮想マシンのコンポーネント コンテキスト ページまでドリルダウンしま

す。 
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